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研究成果の概要（和文）：本研究では，健常者を対象に「日常性ストレスに伴う生体適応反応と回復過程の定量
評価に基づき心の健康状態を把握」することを目的とした．日常性ストレスは情報と情動のストレス因子を対象
とし，各種心理学的検査と生理学的検査として脳波，心電図，脈波，生体試料検査を実施した．結果，より情動
や認知処理を要する状況は生理学的機能に作用し，健常者においても心理状態の不安定化に伴い生理学的機能に
差が生じることが確認された．

研究成果の概要（英文）：The aim of this research was to assess mental health based on physiological 
responses and recovery processes associated with daily stress. We evaluated physiological responses 
related with emotional and ICT stressor using EEG, ECG, plethysmography, and salivary sample test in
 healthy subjects. The findings suggest that physiological responses may differ depending on mild 
mental health problems in healthy people.

研究分野： 生体医工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
主観的な心理学的評価法や医師による問診の他に，生理学的機能に伴う客観的な評価手法を加えることにより，
心身状態を多角的，且つ精密に把握することが可能になると考えられる．また，極度のストレスや疲労を抱えた
対象だけではなく，明確な症状を発する前の健常者を含めて，継続的な心の健康状態の把握や予防として有効的
な手法になることが期待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

近年において，ストレスとなる因子は社会環境のあらゆる場面に蔓延しており，急性の暴露や
慢性的な蓄積により心身への負荷，またはそれに伴う症状が重篤化する要因として重要視され
ている．特に労働者が仕事や職業生活からストレスを感受している割合は極めて高く，労働環境
を起因としたうつ病や自殺者の増加は，国際的にみても国内の状況は深刻な社会問題といえる． 

これを受け，厚生労働省は平成 26年度の労働安全衛生法の一部改正で「ストレスチェック制
度」を制定し，「ストレス不良の未然防止の段階である一次予防を強化」を主目的に，平成 27年
12 月より従業者に対してチェックリストによるストレス検査と，検査結果に基づく医師による
面接指導の実施を事業者に義務付けた．しかし，本制度の対象はあくまで労働者であり，未成年，
高齢者，組織に所属していない者などの心の健康状態は対象としていない．進行段階にある少子
高齢化の社会状況を考慮すると，国民全体に対する心身の健康状態の把握と改善は重要な課題
といえる．また，制度対象者の労働者においても，検査の実施が「一定規模の集団」に対し「一
年以内ごとに一回」を基礎としていることから，短期間のストレスサイクルによる個人ごとの心
身への影響を把握することは困難である． 
 
２．研究の目的 

本研究では，「日常性ストレスに伴う生体適応反応と回復過程の定量評価に基づき心の健康状
態を把握」することを目的とした．このとき，日常性ストレスは我々の身の回りで日常的に感受
する可能性のより高い状況を対象とし，実際にストレスに暴露される状態を作り出すことで，現
代社会で問題視されているストレスを起因とした生理学的状態変化とその回復過程を評価した．
その際，「日常性ストレス因子に伴う心身への影響成分抽出」により生理学的及び心理学的な影
響性を捉え，「日常性ストレスに伴う神経系・内分泌系・免疫系に基づく生体適応反応と回復過
程の定量評価」を行った． 
 
３．研究の方法 

健常者の日常性ストレスに対する心の健康状態の把握として，「情報ストレス」と「情動スト
レス」に基づく神経系・内分泌系・免疫系の生体適応反応とその回復過程の定量評価を行った．
いずれの課題も，被験者には実験前にストレスや健康状態に関する心理学的検査と，実験後に課
題に対する主観評価を実施し，生理学的検査について脳機能及び自律神経機能評価として脳波，
心電図，脈波を測定し，生体試料検査として唾液を採取した． 
 
(1) 日常生活より多くの情報を獲得する視覚に作用する情報ストレスの評価として，ストルー
プ課題による認知作業課題を課した．ストループ課題は図形の色，文字の色，文字に記載された
色名を回答するものとして呈示した． 
 
(2) 日常生活より多くの情報を獲得する視覚に加え，聴覚と同時に作用する情動ストレスの評
価として，視聴覚画像刺激による課題を課した．視聴覚画像刺激には安静情動，快情動，不快情
動を伴う刺激を採用した． 
 
(3) 環境に蔓延することで長時間暴露される可能性の高い嗅覚に作用する情動ストレスの評価
として，室内に充満した嗅覚刺激を感受する課題と，室内に充満した嗅覚刺激環境下における認
知作業として聴覚オドボール課題を課した．嗅覚刺激には快情動（バニリン，線香），もしくは
不快情動（スカトール）を誘発する匂いと，比較として情動反応を誘発させない無臭（蒸留水）
を採用した．嗅覚刺激のみの課題では刺激後 180 秒間の経時的脳機能活動性を評価し，聴覚オド
ボール課題では課題に応じて生じる脳機能活動性として事象関連電位を評価した． 
 
(4) 情報通信技術（information and communication technology: ICT）の利用に伴う情報スト
レスの評価として，携帯型のタッチパネル式情報端末を用いたクリック操作課題を課した．クリ
ック操作課題はターゲットの大きさや微細な振動の有無の違いにより低難易度，中難易度，高難
易度の 3 種類を採用した． 
 
(5) 能動的な認知作業に伴う情動ストレスの評価として，スピーチ課題を課した．各種生理学
的検査はスピーチ課題前と，スピーチ課題後の 180 秒間の時間経過を 60 秒間間隔に分割して評
価した． 
 
４．研究成果 
(1) ストループ課題による認知作業の結果より，心理学的検査で疲労の得点が低い群では，課
題直後において，課題の難易度が高まることで右側頭頂-後頭領域のα波帯域脳機能活動性が有
意に増加した． 
 
(2) 視聴覚画像刺激による課題の結果より，心理学的検査で疲労の得点が低い群では不快刺激
と快刺激，疲労の得点が高い群では不快刺激のみで刺激直後の左頭頂-後頭領域でα波帯域脳機
能活動性が有意に増加した．また，疲労の得点が低い群では，快刺激は安静刺激と比較して刺激



後の左側中心-側頭領域でθ波帯域脳機能活動性が有意に増加した． 
 
(3) 室内に充満した嗅覚刺激を感受する課題の結果よ
り，嗅覚刺激呈示後の 0-20 秒間において，全ての嗅覚刺
激で左前頭部，快情動刺激で左前側頭部のα波帯域脳機
能活動が有意に増加し，その後に基準値に移行した．室
内に充満した嗅覚刺激環境下における聴覚オドボール課
題の結果より，心理学的検査で抑うつや緊張と不安の得
点が低い群は，高い群と比較して，快情動を伴う嗅覚刺
激環境下の認知課題直後でθ波帯域脳機能活動性が有意
に増加した（図 1）．快情動を伴う嗅覚刺激環境下の認知
課題では，無臭の環境下と比較してθ波帯域脳機能活動
性が有意に増加した．自律神経機能の作用について，疲
労の得点が高い群は快情動を伴う嗅覚刺激環境下におい
て，認知課題後は課題時と比較して交感神経機能が有意
に増加した．また，疲労の得点が低い群は快情動を伴う
嗅覚刺激環境下において，認知課題時に副交感神経機能
が有意に減少した． 
 
(4) 携帯型のタッチパネル式情報端末を用いたクリック操作課題の結果より，課題操作に応じ
て位相が同期して出現するθ波帯域脳機能活動性は，低難易度では課題の直後で有意に増加し，
また高難易度課題と比較して有意に高かった．課題の操作に応じて位相が同期的及び非同期的
に出現するθ波帯域脳機能活動性では，高難易度の課題で有意に増加した．また，心理学的検査
の緊張と不安，抑うつ，怒りと敵意の得点と，低難易度の課題時におけるθ波帯域脳機能活動性
の間に有意な負の相関が認められた．自律神経機能の作用について，低難易度と高難易度は安静
時と比較して，交感神経機能と副交感神経機能の双方に関連する因子で有意に増加し，課題後の
安静時においても高い状態が継続する傾向にあった． 
 
(5) スピーチ課題の結果

より，スピーチ課題後の 0-

60 秒間は課題前や以降の

時間と比較して，前頭領

域，中心領域，頭頂領域，

側頭領域のβ波帯域脳機

能活動性が有意に増加し

た．α波帯域脳機能活動性

の領域間の比較において，

頭頂領域は他の領域と比

較して有意に高かった（図

2（左側））．心理学的検査の

疲労の得点が高い群は，課

題後 120-180秒間の全ての

領域を平均化したα波帯域脳機能活動性について，疲労の得点が低い群と比較して有意に低く，

刺激後 0-60 秒間と比較して有意に減少した（図 2（右側））．また，スピーチ課題前及び課題後

120-180 秒間において，心理学的検査の疲労得点と前頭領域における脳機能活動性の間に，θ波

帯域では有意な負の相関，β波帯域では負の相関の傾向が認められた．内分泌系の評価指標とな

るコルチゾール濃度について，課題前濃度と課題後 120-180 秒間における頭頂領域のα波帯域

脳機能活動性の間に有意な負の相関が認められた． 

 

以上の結果より，日常的なストレス因子として，より情動や認知の処理の伴う状況は生理学的

機能に影響することが確認された．また，健常者においても心理状態の不安定化に伴い生理学的

機能に影響が認められることから，極度のストレスや疲労を抱えた対象だけではなく，明確な症

状を発する前の健常者を含めて，継続的な心の健康状態の把握や予防として有効的な客観的評

価手法になることが期待される． 

図 1 嗅覚刺激環境下のオドボー
ルド課題による抑うつ得点別の
θ波帯域脳機能活動性 

図 2 スピーチ課題によるα波帯域脳機能活動性の評価 
（左側：領域別比較，右側：疲労得点別の経時的変化） 
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